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脱
原
発
の
実
現
を
目
指
す
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
北
海
道
１
万
人
集
会
」

が
１３

日
、
大
通
公
園
８
丁
目
広
場
で

開
か
れ
Ⅰ
万
２
千
人
が
参
加
し
、
泊

原
発
再
稼
働
や
大
間
原
発
建
設
の

反
対
を
訴
え
ま
し
た
。
脱
原
発
を
訴

え
る
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

安
保
破
棄
道
実
行
委
員
会
な
ど
道

内
の
市
民
団
体
が
初
め
て
集
う
「
さ

よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
北

海
道
実
行
委
員
会
」
の
主
催
。
子
供

を
つ
れ
た
夫
婦
、
若
者
等
で
あ
ふ
れ
、

従
来
の
労
組
中
心
の
集
会
と
は
お

も
む
き
が
ち
が
い
、
脱
原
発
の
世
論

の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
集

会
に
先
立
ち
、
脚
本
家
の
倉
本
聰
さ

ん
は
、
「
便
利
と
は
人
間
が
サ
ボ
る

こ
と
。
１
９
７
０
年
代
の
生
活
に
戻

れ
ば
電
気
の
消
費
量
は
５
分
の
２

で
済
む
」
、
上
田
文
雄
札
幌
市
長
は

「
札
幌
市
は
、
原
発
に
頼
ら
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
決
議

し
た
」
、
作
家
の
雨
宮
処
凛
さ
ん
は 

         

「
声
を
あ
げ
る
こ
と
で
こ
の
国
を

よ
く
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。 

     

秋
の
好
日
、
白
旗
山
で
支
部
レ
ク

の
登
山
を
行
い
ま
し
た
。
真
駒
内
と

福
住
の
地
下
鉄
駅
か
ら
車
で
現
地

へ
。
１０
時
、
ク
マ
よ
け
の
笛
を
吹
き

つ
つ
、
に
ぎ
や
か
に
頂
上
を
め
ざ
し

出
発
。
開
始
１５
分
、
日
頃
の
運
動
不

足
が
た
た
っ
て
や
や
疲
れ
た
こ
ろ

事
件
が
発
生
！
ひ
ょ
っ
と
脇
の
林

を
見
る
と
何
や
ら
キ
ノ
コ
ら
し
き

も
の
が
。
キ
ノ
コ
に
詳
し
い
Ｎ
氏
が

「
ラ
ク
ヨ
ウ
だ
！
」
。
「
ナ
ヌ
！
」

と
一
行
は
俄
か
に
色
め
き
立
つ
。
街

で
２
百
円
は
し
ょ
う
か
と
い
う
立

派
な
ラ
ク
ヨ
ウ
が
そ
こ
か
し
こ
。
キ

ノ
コ
を
取
り
つ
つ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
頂
上
に
到
達
。
秋
の
風
が
汗
ば
ん

だ
体
に
心
地
よ
い
。
下
山
後
、
炭
焼

き
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・
シ
シ
ヤ
モ
・

焼
き
鳥
、
加
え
て
ラ
ク
ヨ
ウ
で
酒
も

進
む
こ
と
進
む
こ
と
。
思
わ
ぬ
収
穫

の
あ
っ
た
支
部
レ
ク
で
し
た
。 

             

出
無
精
で
物
見
遊

山
は
し
な
い
の
だ

が
、
数
年
お
き
に
本

州
に
行
く
機
会
が

あ
る
。
ど
こ
で
も
繁
華
街
の
景
観
は

規
模
に
大
小
は
あ
る
が
、
札
幌
の
そ

れ
と
あ
ま
り
差
異
を
感
じ
な
い
。
だ

が
郊
外
に
行
き
瓦
屋
根
、
竹
林
な
ど

を
見
る
と
異
郷
の
趣
を
感
ず
る
▼

そ
ん
な
折
、
一
気
に
旅
情
を
か
き
乱

す
の
が
コ
ン
ビ
ニ
の
存
在
だ
。
苔
む

す
石
垣
の
城
下
町
、
湯
け
む
り
漂
う

山
間
の
温
泉
郷
で
は
な
お
さ
ら
だ

▼
そ
れ
で
も
北
海
道
よ
り
は
少
な

い
と
い
う
。
観
光
地
で
は
景
観
に
添

っ
た
外
観
の
店
舗
も
あ
る
。
北
海
道

は
何
処
へ
行
っ
て
も
コ
ン
ビ
ニ
が

目
に
つ
き
、
特
に
札
幌
中
心
部
で
は

街
角
に
立
つ
と
必
ず
視
界
に
入
る

ほ
ど
だ
▼
コ
ン
ビ
ニ
は
人
口
比
で

東
日
本
に
多
く
、
北
海
道
は
全
国
一

だ
そ
う
だ
。
西
日
本
、
特
に
近
畿
圏

は
少
な
く
奈
良
県
は
北
海
道
の
半

分
以
下
。
歴
史
と
伝
統
が
根
付
い
て

い
て
、
利
便
一
辺
倒
の
商
い
を
受
け

付
け
な
い
と
い
う
こ
と
か
▼
コ
ン

ビ
ニ
は
概
し
て
、
ど
こ
で
も
同
じ
け

ば
け
ば
し
い
装
い
だ
。
雄
大
な
大
自

然
に
あ
こ
が
れ
、
未
知
と
の
出
会
・

感
動
を
期
待
し
て
訪
れ
た
北
海
道

で
、
待
っ
て
い
た
の
が
コ
ン
ビ
ニ
で

は
あ
ま
り
に
も
気
の
毒
だ
。 
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「
さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
」 

実
行
委
員
会
構
成
団
体 

【
実
行
委
員
会
構
成
団
体
】 

●
北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム 

●
ほ
っ
か
い
ど
う
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト 

●
安
保
破
棄
北
海
道
実
行
委
員
会 

●
「
脱
原
発
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
市
民
の

会 ●
泊
原
発
の
廃
炉
を
め
ざ
す
会 

●
脱
原
発
を
め
ざ
す
女
た
ち
の
会
北
海
道 

●
札
幌
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ 

●
Ｉ
女
性
会
議 

●
新
日
本
婦
人
の
会 

【
賛
同
団
体
】 

●
Ｉ
女
性
会
議
札
幌 

●
北
海
道
教
職
員
組
合 

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人  

北
海
道
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
連
絡
協 

議
会 

●
岩
内
原
発
問
題
研
究
会 

●
北
海
道
生
活
協
同
組
合
連
合
会 

●
ポ
ラ
ン
広
場
北
海
道 

●
浜
頓
別
町
に
核
の
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
せ
な
い

町
民
の
会 

●
全
農
林
労
働
組
合
北
海
道
地
方
本
部 

●
核
廃
棄
物
処
分
場
に
反
対
す
る
道
北
議
員
の

会 ●
民
主
教
育
を
す
す
め
る
道
民
連
合 

●
国
鉄
労
働
組
合
北
海
道
本
部 

●
幌
延
核
廃
棄
物
施
設
誘
致
反
対
現
地
共
闘
会

議 ●
生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合 

●
私
鉄
総
連
北
海
道
地
方
労
働
組
合 

●
全
水
道
北
海
道
地
方
本
部 

●
反
原
発
自
治
体
議
員
市
民
連
合 

●
倶
知
安
Ｐ
．
Ｃ
．
Ｆ
（P

e
a
ce
 Chi

l
d
 Fu

t
u
r
e

） 

●
み
ん
な
の
未
来
を
考
え
る
会
ま
っ
か
り 

●
Ｓ
ｈ
ｕ
ｔ
泊 

●
泊
原
発
を
止
め
る
会 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す 

●
北
海
道
自
由
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会 

●
脱
原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ニ
セ
コ 

●
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ 

コ
ー
プ
会
ク
レ
ア 

●
北
海
道
農
民
連
盟 

●
Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
働
組
合 

●
幌
延
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
問
題
を
考
え
る
旭

川
市
民
の
会 

●
み
ど
り
北
海
道 

準
備
会 

●
原
発
を
も
う
一
度
考
え
る
会 

●
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス 

Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｋ
ｅ 

●
い
わ
も
と
農
園 

●
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
知
ろ
う
！
」
後
志
住
民
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク 

●
風
の
町
の
未
来
’s 

●
石
窯
パ
ン
＆
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ラ
ム
ヤ
ー 

●
円
山
ネ
パ
ー
ル
愛
好
団 

●
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道 

●
北
海
道
地
方
森
林
労
連 

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
び
き
の
村 

●
脱
原
発
カ
フ
ェ 

お
た
る 

●
脱
原
発
ネ
ッ
ト
釧
路 

●
脱
原
発
！
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
ろ

う
！
！
江
別
実
行
委
員
会 

●
第
９
条
の
会
・
オ
ー
バ
ー
北
海
道 

●
健
康
を
つ
く
る
会 

●
ニ
セ
コ
の
粉
雪
を
守
ろ
う
会 

●
市
民
自
治
を
創
る
会 

●
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
創
る
会 

●
後
木
工
務
店 

●
農
民
運
動
北
海
道
連
合
会 

●
北
海
道
私
教
協 

●
全
開
発
労
働
組
合 

●
自
治
労
北
海
道
本
部 

●
札
幌
地
域
労
組 

●
札
幌
市
交
通
労
働
組
合 

●
チ
ー
ム
「
今
だ
か
ら
」 

●
札
幌
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン 

●
原
発
い
ら
な
い
小
樽
市
民
の
輪 

●
北
海
道
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

●
北
海
道
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会 

●
北
海
道
教
育
大
学
函
館
校
教
職
員
組
合 

●
社
団
法
人
北
海
道
勤
労
者
医
療
協
会 

●
北
海
道
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る
１

０
０
０
０
人
の
会 

●
北
海
道
平
和
婦
人
会 

●
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
旭
川 

●
広
範
な
国
民
連
合
・
北
海
道 

●
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
十
勝 

●
北
海
道
労
働
組
合
総
連
合 

●
北
海
道
社
会
保
障
推
進
協
議
会 

●
札
幌
市
高
教 

●
積
丹
の
自
然
を
愛
す
る
会 

●
北
海
道
農
業
団
体
労
働
組
合
連
合
会 

●
全
日
本
港
湾
労
働
組
合
北
海
道
地
方
本
部 

●
「
放
射
能
汚
染
防
止
法
」
を
制
定
す
る
札
幌
市

民
の
会 

●
第
９
条
の
会
・
オ
ー
バ
ー
・
釧
路 

●
医
療
法
人 

道
北
勤
労
者
医
療
協
会 

●
株
式
会
社 

北
健
友
社 

ハ
ー
ト
薬
局 

●
全
自
交
北
海
道
地
方
連
合
会 

●
北
都
ハ
イ
ヤ
ー
労
働
組
合 

●
泊
原
発
廃
炉
の
会
十
勝
連
絡
会 

●
し
り
べ
し
女
た
ち
の
広
場 

●
き
も
べ
つ
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
よ

う
会 

●
Ｎ
Ｂ
Ｃ
作
戦 

●
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 

（
被
災
地
に
仕
事
を
：
三
陸
の
ミ
サ
ン
ガ
） 

●
原
子
炉
メ
ー
カ
ー
を
糾
弾
す
る
会 

●
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
－
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ 

Ｕ
Ｆ
Ｏ 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｓ 

●
Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ 

ジ
ャ
パ
ン 

●
株
式
会
社 

あ
ゆ
み
調
剤 

●
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ 

●
小
樽
・
子
ど
も
の
環
境
を
考
え
る
親
の
会 

札
幌
で
の
啄
木
⑥ 

九
月
二
十
日
。
「
入
札
以
来
初
め
て
の
快
晴
」
。
当
時
あ
っ
た
「
朝
銭
湯
」

で
思
想
家
綱
島
梁
川
の
永
眠
を
新
聞
で
知
る
。
啄
木
は
詩
集
「
あ
こ
が
れ
」

を
「
哀
調
人
に
迫
る
」
と
評
価
し
た
氏
を
、
「
畏
友
」
と
呼
び
「
哀
情
禁
ぜ

ず
」
と
記
し
て
い
る
。
十
一
時
か
ら
俄
か
に
雷
雨
。
諸
方
に
手
紙
・
ハ
ガ
キ

を
十
数
枚
出
し
、
妻
な
ど
か
ら
数
枚
到
着
。
夜
、
小
國
氏
と
「
小
樽
日
報
社
」

へ
の
乗
換
に
つ
い
て
密
談
を
交
わ
し
て
い
る
。 

二
一
日
。
坪
内
逍
遥
が
友
人
代
表
と
な
っ
た
、
梁
川
の
死
亡
報
知
来
状
。

せ
つ
子
が
娘
京
子
を
連
れ
来
札
。
札
幌
へ
の
引
越
を
相
談
。
夜
、
小
國
・
向

井
両
氏
と
議
論
。
啄
木
は
小
國
氏
の
社
会
主
義
を
「
予
の
常
に
冷
笑
す
る
所
」

と
し
つ
つ
も
、「
或
意
味
に
お
い
て
賛
同
」
し
、「
い
と
も
楽
し
か
り
き
」
と

記
し
て
い
る
。
啄
木
は
後
に
「
幸
徳
事
件
」
は
政
府
に
よ
る
で
っ
ち
上
げ
と

確
信
す
る
な
か
、
社
会
主
義
を
選
び
と
る
。 

は
た
ら
け
ど
は
た
ら
け
ど 

 

猶な
お

わ
が
生
活

く

ら

し

ら
く
に
な
ら
ざ
り 

ぢ
つ
と
手
を
見
る 


